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未曾有の大震災と原子力施設の重大災害より 5 回目の春が巡って来ました。復旧・復興への道筋はまだまだ道半ば

ですが，各被災地においては市民の力を結集し，新たなステージに入ってきた状況と感じています。熱測定学会会員

や読者の皆様におかれては，それぞれのお立場から復旧・復興に貢献され，あるいは見守っておられることと存じま

す。 

今号では，広島大学 大前英司先生より「酵素の構造安定性と機能におけるキャビティーと水和の役割－深海微生

物由来酵素からの知見－」，分子科学研究所 黒井邦巧先生より「圧力印加過渡回折格子法による反応中のタンパク質

圧縮率の時間分解計測」，物質・材料研究機構 鈴木芳治先生より「水のポリアモルフィズムからみた低濃度水溶液ガ

ラスの溶媒状態」，東京電機大学 小田垣孝先生より「ガラス転移の自由エネルギーランドスケープ理論と構造エント

ロピー」と題した原稿を頂戴しました。年度末のご多忙な折にも関わらず快くご執筆いただいたことに深く感謝する

とともに，貴重な解説を十分読み解き，会員の皆様がそれぞれのお仕事に展開，反映できますよう願っております。

さて，安全，環境，エネルギー，防災といった地球規模の課題に対しては，個別要素技術の進化だけでは対応でき

ず，要素技術を統合した総合科学として対応する必要があります。さらに，自然現象，人工システムを問わず，巨大

なエネルギー発生やその影響については，そのメカニズムを的確に把握，解析し，可能な限り制御することが求めら

れることから，熱エネルギーの視点から基盤技術を展開する熱測定の活躍する場面であり，当学会の果たす役割と期

待は大きいものと信じて疑いません。会員皆様のご健勝と益々のご活躍によって安全安心社会の構築につながること

を編集担当一同，祈念しております。                        （横浜国立大学 三宅 淳

巳） 
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